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図 版 目 次

PL.
1 第12次  6AAQ― B・ D区    1

2 第12次 6AAQ― B・ D区    1
2

3

3 第 12次  6AAQ― B・ D区    1

3

4 第 12次  6AAQ― BoD区    1

3

5 第12次補 6AAQ― B・ D・ F区 1

6 第12次補 6AAQ― B区    1
3

7 第12次補 6AAQ― D区    1
2

8 第12次補 6AAAQ― B・ D区  1
2

3

9第 36次 6AA P―M・ N・ 0・ Ptt l

10 第36次 6AA P一M・ N・ 0・ P区 1

■ 第36次 6AA P一 N・ P区    1
2

3

12 第 36次 6AAP一 N・ P区    1

2

13 第36次 6AA P一 N・ P区

14 第36次 6AAP一 N・ P区

全景 西北から

全景 南から

S C247。 S A248,S B650南から

S B650南から

S B650 北から  2 S B447 東北から

S A248・ S C247 】ヒから

S C640北側濤 東から  2 同 東から

S A655 東から  4 S B675・ S A655 西から

全景 東から  2 同 西から

S C640東端部 南から  2 同 中央部 南から

S C640・ S B3700 南から

S C640西 端部 南から

S C640の 寄柱礎石 東から

S B3700礎 石根固石 東から

S C640南側柱東 1番目礎石抜取穴 北から

同      根固石 北から

全景 内裏中軸線上南から

中央部 南から  2 西部 北から

S B4700。 4703・ 4704,4705・ 4610 南から

S B4640・ 4650・ 4651・ 4700・ 4703・ 4705  7耳から

S B4700の 西妻 】ヒから

S B4710・ 4712 西から

S B4715。 4710。 S A4771,S D4731・ 4733・ 4734・ 4738

西から

S B4715・ 4714。 S D4743・ 4744 南から

S B260・ 4630 西から

S B4680。 4660。 4690 】ヒから

S B4660'4680・ 4696・ 4698。 S A4760 西から

S B4670・ S A4630 西から

S B260。 4670。 4704。 S A4630'S D4620 北から

S B4780。 4783・ 4770・ 4822・ 4775 南から

S A4761,S B063・ 064・ 4825・ 4878 南から

S B062・ 063・ 064。 4825 西から

S B4790・ 4831。 SI)4740・ 4742・ S X4750・ 4751・ 4752

西から

15 第36次 6AAP一 M・ 0区



16 第36次 6AAP一 M・ 0区    l s A4760・ 4725東から

2 S B4830・ 4835・ S D4754・ 4755。 4756 西から

3 S A4761,S B4800西 から

17 第36次 6AAP一 M・ N・ P区  l S A4781・ 4782・ S B4734。 4740南から

2 S A4761。 S B4763・ 4770A・ B,S D4810・ 4840 西から

3  S A4792・ S D4745・ 4747・ 4748・ 4766 S B4746  西から

18 第 36次 6AAP-0。 P区    l S A4690。 4760・ 4762・ S X4750。 4751・ 4752北から

2  S A4690。 4692・ 4760。 4762・ S D4735。 4736 西から

3 S D4739。 4740。 4749。 S X4750・ 4751・ 4752 南西から

19 第 36次  6AAP-0区      l S D4740・ 4741西から  2 S D4740ヨ ヒ東から

20 第 36次  6AAP-0・ P区    l S D4740。 4741北から 2 S D4740】 ヒ東から

21 第 36次  6AAP-0区      l S X4750】 ヒ西から

2 S X4750,4751・ 4752 】ヒから

22 第 73次  6AAQ― A・ B区    1 東半部 南から  2 南半都 西から

3 北半部 西から

23 第 73次 6AAQ一 A～ C区    1東 半部 北から  2 中央部 北から

24 第 73次 6AAQ― B区     1】 ヒ半部 西から

2 南面築地回廊東門S B7590と S B7600 西から

25 第 73次 6AAQ― B区     l S B7600西 から 2 S B7600東 部 西から

26 第 73次 6AAQ― B区     l S B7601・ S B7600】ヒ側雨漁挙 S X7602・ 7603西 から

27 第73次 6AAQ― B区     l S B7600西 から

2 S B7600東部凝灰岩敷石 東から

28 第 73次 6AAQ一 B区     l S B7600東 】ヒ部 北から 2同 東から

29 第 73次 6AAQ― B区     l S B7600北 西隅とS B7601北から

2 S B7600北側礎石跡と木階柱穴 S X7603 東から

30 第 73次 6AAQ一 B区     l S B7600と 暗渠 S X4260東から

2 S B7600北側雨落濤 東から

3 S C156西側濤とS A7595 】ヒから

4 S C156南端部と西側濤 北から

31 第 73次 6AAQ― B区     l S B7600】 Lal雨落濤 西から

2 暗渠 S X4260 東から

32 第 73次  6AAQ一 B区      1 築地回廊東南入隅の凝石側濤と礎石跡 南から

2 S C640東南部 東から

33 第 73次 6AAQ― A・ B tt   l SC156南 から

34 第 73次  6AAQ― A・ B区    1 東面築地回廊南門S B7591 西から

2 S C156 】ヒから



35 第 73次 6AAQ一 A・ B区    1 南面築地回廊東門 S B7590 西から

1   2 S A7594。 S B7605北から

3 S B7606 東から

36 第73次 6AAQ― B区     l s B7608西 から
2 S A655。 S B7608・ 7609 南から

3 S B7609西 から

37 第73次 6AAQ一 B区     l s A655・ S B7601西から
2 下層東西塀S A655 東から

38 第 78次南 6AA P― L区    1全 景 西から 2北 半部 西から

3 南半部 西から

39 第 78次南 6AA P一 L区    1西 半部 南から 2西 半部 北から

3 中央部 北から

40 第 78次南 6AA P― L区     1東 半部 北から 2 S C156北から

41 第 78次南 6AA P― L区     l s A6905東 から 2 S C156・ S D7871北から

3 S C156礎石北根固め状況 南から

4 S C156礎石】ヒ 南から  5 S B7970 東から

42 第 78次南  6AA P― L区     1 築地回廊下凝灰岩暗渠 東から

2 同         西から

3 S C156礎石 西から  4 S C156西側濤 北から

43 第 78次南 6AA P― L区    l s B7873南 から 2 S B7874西 から

3 S B7875 西から

44 第78次南 6AA P― L区    l s B4670北 から 2 S B260北から
3 S D7863・ 7872,7892 南から

4 S B7892・7903 西から

45 第78次南 6AA P― L区     l S B7864東側柱列 南から  2 S B7864西から

3 S A7876 南か ら  4 S B4615,S A7889 南か ら

5 S A7887と期  】ヒから

46 第 78次南  6AA P― L区    l S A7876・ S B4769・ 7919。 S D4730・ 4753南から

2 S B7894・ S F7890 南から

3 S F7890。 S D7869 A・ B 西から

47 第78次南 6AA P― L区    l S c156・ S E7900。 S D2350南から

2 S E7900 蘇こから

48 第 78次南  6AA P― L区    l S E7900西 から 2 S E 7900北 から

49 第 78次南  6AA P― L区    l S E7900西 部 東南から

2 S E 7900東部とS C156の 礎石 南から

3 S E7900北 部 東から

50 第78次南 6AA P― L区    l s E7900北 から 2 S E 7900南 から

3 S E7900井桁西南隅 西から



51 第 78次南 6AAP― L区    l s E7900掘 下げ後 西から

2 S E 7900井筒と掘形 】ヒ東から

3 S E7900掘 形 南から

52 第 78次南 6AAP― L区    l s E7900井 筒  2 S E 7900井戸底 東南から

3 S X7867 東から  4 S X7866 東から

53 第 78次北 6AAP― K区    1全 景 】ヒ上空から

54 第78次】ヒ 6AAP― K区     1 全景 東上空から  2 全景 西上空から
55 第 78次北  6AAP― K区    1西 半部(S B4775・ 4783・ S D7870。 8035)東から

2 西半部(S B7873・ 4775)南から

56 第78次北 6AAP― K区    l s B4770。 4775。 S A7876南から
2 S B7881・ 8005 南から

57 第 78次北  6AAP― K区    1 中央部～東部(S B8010。 8045。 S D4872)南から

2 S B7800 東から

58 第 78次北  6AAP― K区    l s B8000・ 8020・ 8030。 S A8006・ S D8001西から

2 S B8010。 8003 蘇こから

59 第78次北 6A AP― K区     l s B8020東 から 2 S B8030西から

60 第78次北 6AAP― K区    l S B8007東 から
2 築地回廊下層 S A6905 北から

61 第 78次北  6AAP一 K区     1築 地回廊下層 S A6905東 から

2築 地回廊 S C156 南から

62 第78次北 6AAP― K区    1東 囀 S D7870と 暗渠S X8056東から

63 第78次北 6AAP― K区    l S D7870暗 渠部 南から
2 S D7870暗 渠とS A6905 東から

64 第78次北 6AAP― K区    l S D7870暗渠部分細部 南から
2 S D7870暗渠部分細分 東から

65 第78次ゴヒ 6AAP― K区     l s D7872木樋暗渠 北東から  2 S D7872南 から
3 78次補足調査検出S D7870の暗渠の続き 東から

66 第 187次 6AAO― S区     1 全景 上層遺構 東から  2 同 下層遺構 東から

67 第 187次  6AAO― S区      l s co60と S A061東から 2全 景 西から

68 第 187次 6A AO― S区     l s c156・ S A6905東北隅 北から

2 S C060南側柱礎石跡 東から

3 S C060寄柱礎石列 西から

69 第 187次 6A AO― S区     l S c060西 部寄柱礎石と下層塀 S A061 北から

2 市庭石墳周濠貼石 西から

70 軒九瓦・軒平瓦

71 軒丸瓦・軒平軒

72 軒丸瓦・軒平瓦



73 軒丸瓦・軒平瓦

74 瓦九瓦

75 軒丸瓦

76 軒丸瓦

77 軒丸瓦

78 軒丸瓦

79 軒平瓦

80 軒平瓦

81 軒平瓦

82 技法資料・隅軒平瓦

88 丸瓦・隅丸瓦

84 平瓦・ス斗瓦 1

85 平瓦・戻斗瓦 2

86 平瓦・英斗瓦 3

87 鬼瓦・隅木蓋瓦・算

88 面戸瓦・焚斗瓦・刻印瓦

89 軒丸瓦の製作技法  I

(布目押圧技法)

90 軒丸瓦の製作技法 I
(一本造り1)

91 軒九瓦の製技作法 Ⅲ
(一本造り2)

92 軒丸瓦の製作技法  Ⅳ

(瓦当裏面調整 1)

93 軒丸瓦の製作技法 V
(瓦当裏面調整 2)

94 軒九瓦の製作技法 Ⅵ
(瓦当裏面調整 3)

95 軒平瓦の製作技法 I

(桶巻き作りと一枚作り)

96 軒平瓦の製作技法  Ⅱ

(桶巻き作りと一枚作り)

97 軒平瓦の製作技法  Ⅲ

(凸面成形1)

98 軒平瓦の製作技法  Ⅳ

(凸面成形2)

99 軒平瓦の製作技法  V

(凸面成形3)

100 軒平瓦の製作技法 Ⅵ

(端・側面の技法痕跡)

101 軒平瓦の製作技法 Ⅶ

(瓦当部成形)

102  ■号吾  1

103  二L君吾  2

104  ■君辞  3

105 土器  4

106 二L零母  5

107  」L名吾  6

108 特殊土製品 。鳥形埴輪

109 木製品  1

110 木製品 2

1■ 金属器・石製品

112 銭貨・石製品
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凡 例

1 遺構には一連の番号をつけ,その前にS本 :築地・夙 SB:建物 SC:

廊,Sう :溝恙SF:道路, Sk:土壊,slX:性格不朗の遺構,その他など

の遺構分類表記を付記する。

2 遺構の寸法数字はm単位である。

3 遭構の高さは1海抜高で,た とえ―ば童 :70.00mと―表示する。

4 遺物図版のP Li番号は,1対向頁の実alJI図にもお―よぶことにするαただし,

写真をかかげずに実測図のみをしめすもの,また写真に対応する実測図が他|の

貫に入っていることもある。

5 本材および木製品案測図の断面にしゆす平行線は,木材の年輸を模式的にあ

ら―わしている。







内裏地区の地区割と実測図の割付け PLAN3

第12次補足
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第12次,第 12次補足 6AAQ― D・ F
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第73次  6AAQ― B
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第12次,第 12次補 6AAQ― BoD,第 73次  6AAQ― B
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第12次 6AAQ― B・ D
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第 9次  6AAQ―C
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第 3次 ,第 73次  6AAQ―A PLAN1 0
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第 6次  6AAQ―C
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第 9次  6AAQ―C PLAN1 2
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第78次南 6AAP―L PLAN13

T

◇

_垣「
 ⑥



第 36次  6AAP一 N,第 78次南  6AAP― L
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第36次  6AAP一 N・ P PLAN1 5
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第78次南 6AAP―L
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第 36次  6AAP― N,第 78次 南  6AAQ一 L
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